
小座布団の製作方法（わたの張り方） 

材料 … わた 45 0ｇ（一枚半）・布地 48cm×93cm(縫い代 3cm含む)・とじ糸（絹小町３本どり）             作業概要  

 … 最初に、かぶせわたを生地の大きさに合わせて作り、別にして置く。わたを重ねあわす時には、少しづつ引き気味に台張りを作

って行く。（※わたは、縦横交互に広げ、厚さにムラが出来ないように注意しましょう。）わたを引き終えたら、生地に合わせて交互に左右のわたを

返しながら、４つの角を作り、かぶせわたをのせる。布を表に返し、角だし、口くけ、のしつけ、中とじ、角とじ、と仕上げて行く。 

 

 

①布の置き方 ※かぶせわたを生地の大きさに合わせて作り置く ②わたの張り方  ③上下に開き、布の角より 4～6cm 大きく張る 

                  

④縦に 2cmづつ差   ⑤わたを四方 2cmづつ ⑥さらに、四方 2cmづつ横、縦と広げ段差を ⑦重なったわたを布の大きさに合 

 をつけてわたを切る 引き気味に開き、引く つけながら引いて行き、台張りを完成させる   わせ、手刀でスジを付けて折る 

                           

⑧反対（対角）側の重なり  ⑨間の重なり合ったわた ⑩中央の中わたから交互に左右のわた ⑪厚さにムラが出来ない 

合ったわたも同様に、折る   を折り角作りをする   を返しながら全ての角を作って行く  ように調整して行く 

              

⑫かぶせわたをのせる    ⑬布を表にかえす        ⑭角出し            ⑮口くけ 

             

   ⑯のしつけ       ⑰中とじ（巾 2cm,十文字に通し、表裏をとじ上げる・5cm～6cm）⑱角とじ（5cm～8cm）   ⑲ 完 成 

    
 

      東京都寝具技能士会  高い技術と品質の良さを追求する わたしたち 技能士 は、ものづくりのエキスパートです。 


